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その学名は適格か：白亜紀アンモナイト Polyptychoceras属の命名法的検討
Available or unavailable? : nomenclatural examination of the Cretaceous ammonite genus
Polyptychoceras
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生物の種類を表現する手段として学名が有効であることは，論を待たない．しかし命名規約に従って適切に学名を運
用することは必ずしも容易ではなく，学名の混乱によって研究の客観性が損なわれてしまうことがある．
上部白亜系から産出する PolyptychocerasYabe, 1927は，クリップ状の殻形態が特徴的な異常巻きアンモナイトの 1属

である．本邦では P. pseudogaultinum(Yokoyama, 1890)以来 12種の産出が報告されている一方で，種分類を見直す必要
性が指摘されている．しかし本属各種はそもそも，これまでに提唱されている学名に関して不明な点が多い．例えば，本
属の 1種 P. yubarenseは Yabe (1927)が最初に提唱したことから，多くの文献で本種の著者と公表の日付が Yabe, 1927と
されてきた．ところが Yabe (1927)は本種の学名を掲載しているにすぎないため，本種の原記載論文にはあたらない（規
約条 12.1）．
そこで本研究では，最新の国際動物命名規約第 4版（動物命名法国際審議会，2000）に基づいて，これら 12種の学名

を検討した．その結果，命名法上の適格性・著者・公表の日付・原記載論文が明らかになった．このことは，今後の分類
学的研究に資するだけでなく，本属を扱った全ての研究の客観性を高めることにつながると考えられる．
なお，本予稿は動物命名法の目的のために発行するものではない（規約条 8.2に基づく棄権宣言）．
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